くさびた ブリキの ように 見え、 秋風 は 白い なみがしら 

を 起し、 小さな 漁船 はたく さんな らんで、 その 中 を 行 

からまつ したえ だ かっしょく 

くので した。 落葉松の 下 枝 は、 もう 褐色に 変って い 

たのです。 

トルコ 人た ち は、 みちに 出て いる 岩に かなづち を あ 

てたり、 がやがや 話し合つ たりして 行きました。 私 は 

その あとから ひとり 空虚の トランク を 持 つ て 歩き まし 

た。 一時間 半ば かり 行った とき、 私たち は 海に 沿った 

一つの 峠 の 頂上に 来ました。 

「もう ヒルティの 村が 見える I 舌です ご 団長の 地学 博 

士が 私の 前に 来て、 地図 を 見ながら 英語で 云いました。 



ようとす る。 これが ビジ テリアン である。 この 主張 

は、 実に、 人類の 食物の 半分 を 奪おうと 企 てる もの 

かんげん 

である。 換言すれば、 この 主張者た ち は、 世界人 類 

き が 

の 半分、 則ち 十億 人 を 饑餓に よって 殺そうと 計画す 

る もので はない か。 今日い ずれの 国の 法律 を 以てし 

て も、 殺人罪 は 一 番 重く 罰せられる。 間接で は ある 

まぬ か 

けれども、 ビジ テリアン たち も 又 この 罪 を 免 れ ない _ 

近き 将来、 各国から 委員が 集って 充分 商議の 上 厳 

重に 処罰され るの はわ かり 切った ことで ある。 又 こ 

ひっきょう 

の 事実 は、 ビジ テリアン たちの 主張が、 畢竟 

じかどうちゃく 

自家撞着に 終る こと を 示す。 則ち ビジ テリアン は 動 



物 を 愛する が 故に 動物 を 食べない のであろう。 何が 

故に その為に 食物 を 得ないで 死亡す る、 十億の 人類 

を 見殺しに する ので あるか。 人類 も 又 動物で はない 

ゝ o ■ 

力 」 

おもしろ ちんむるい 

「こいつ は 面白い。 実に 名論 だ。 文章 も 実に 珍無類 だ。 

実に 面白い ご トルコの 地学 博士 は その 肥った 顔 を、 ま 

るで 張り裂ける ようにして 笑いました。 みんな も 笑い 

ねまき 

ました。 とにかく みんな 寝巻 をぬ いで、 下に 降りて、 

ロを漱 いだり 顔 を 洗った リ しました。 

それから 私たち は、 簡単に 朝飯 を 済まして、 式が 九 

時から 始まる のでした から、 しばらく バ ル コ ンで やす 



「ええ、」 その 人 は あわただしく 茶い ろの パンフ レツ 

トを よこしました。 私 も 私の を やった のです。 それに 

は 黒く こう 書いて ありました。 

「◎ 偏狭 非 学術 的なる ビジ テリアン を排 せ。 

ビジ テリアンの 主張 は 全然 誤謬で ある、 今 これ を 

ひ- R く 力 いぼう 

比較 解剖学の 立場から ごく 通俗的に 説明しょう。 人 

類 は 動物学 上 混 食に 適する ようにで きている。 歯の 

そ-つし よく じゅう きゅうし 

形状から 見ても わかる。 草食 獣に ある 臼歯 も あれ 

ば 肉食 類の 犬歯 も ある。 混 食 をして いるの が 人類に 

は 一 番 自然で ある。 そう出来 てるの だから 仕方ない。 

おん：？.'、， 

それ を ど う 斯う 云う の は 恩恵 深き 自然 に対して 正し 



ま 

て 舞い降りて 来る のでした。 

にぎ 

それから 教会の 方で、 賑やかな バンドが 始まり まし 

た。 それが 風下で したから、 手に とる ように 聞え まし 

た。 それが いかにも 本式な のです。 私たち は、 はじめ 

はこれ はよ ほど 費用 を かけて 大陸から 頼んで 来たんだ 

なと 思い ましたが、 あとで 聞きましたら、 あの 有名な 

スナ イダ— が 私たちの 仲間 だつ たんです。 スナ イダ ー 

は、 自分の バンド (尤も その 半数 は、 みんな ビジ テリ 

アンだった のです、) を、 そっくり つれて やはり 一 昨日、 

ここへ 着いた の だそう です。 とにかく、 式の 始まる ま 

では、 まだ 一 時間 も ありました けれども、 斯うに ぎ や 



訳で、 どんな ものが まぎれ 込んで 来て、 何 をす るか も 

わからなかった のです から、 全く 仕方なかった ので あ 

りましょう。 

式場 は、 教会の 広 庭に、 大きな 曲馬 用の 天幕 を 張つ 

て、 テ ニスコ J ^など も そのまま 中に 取り込ん でいた 

ようでした。 とても その 人数の 入る ような 広間 は、 恐 

らく 二 ユウ フ アウン ドラン ド 全島に もなかった でしよ 

、つ。 

もう 気の 早い 信徒た ちが 一 一 百 人ぐ らい 席に ついて 

待って いました。 笑い声が 波の ように 聞え ました。 

や つ ばり 今朝の パ ンフレ ットの 話な どが 多 か つたので 



びみょう 

微妙な 味覚と なって 感ぜられる のであります。 もし パ 

ンが ライ麦の ならば ライ麦の いい 所 を 感じて 喜びます。 

これら は 感官が 静寂に なって いるから です。 水 を 呑 

ん でも 石灰の 多い 水、 炭酸の 入った 水、 冷たい 水、 又 

-P わ 

川の 柔らかな 水み なしず かに それ を 享楽す る ことが で 

きる のであります。 これら は 感官が 澄んで 静まって い 

す まで 

るからで す。 ところが 感官が 荒さんで 来る とど こ 迄で 

も 限りなく 粗く 悪くな つ て 行きます。 まあ 大抵 パ ン の 

本当の 味な ど はわから なくな つ て 非常に 多くの 調味料 

すな わ 

を 用いたり します。 則 ち 享楽 は 必らず 肉食にば かリ 

むし 

あるので はない。 寧ろ 清らかな 透明な 限りの ない 愉快 



もの はた だ 本能と 衝動の ために あるです。 神経なん 

というの はほんの 少しし か 働きません。 その 証拠に は 

ご覧なさい 鶏 では 強制 肥育と いう こと を やる、 鶏の 

咽喉に ゴム 管 を あてて 食物 を ぐんぐん 押し込んで やる。 

ふだんの 五倍 も 十倍 も 押し込む、 それで ちゃんと 肥る 

のです、 面白い 位 肥る のです。 又 犬の 胃液の 分泌 や 何 

かの 工合 を 見る に は 犬の 胸 を 切って 胃の 後部 を 露出し 

ゆう も/? な 

て 幽門の 所 を 腸と 離して ゴム 管に 結ぶ そして 食物 を や 

る、 どうです 犬 は 食べ ると 思います か 食べない と 思い 

ます か。 あつ、 どうかし ました かご 

実際 どうかした のでした。 あんまり 話が ひどかった 



けで お 答に は 充分であります。 然しながら 更に 詳し 

いこと は 動物 心理学の 沢山の 実験が これ を 提供 致す だ 

ろうと 思います。 又 実は 動物 は 本能と 衝動ば かりで は 

ない のであります。 今朝の パンフレットで 見ましても 

生物 は 一 つの 大きな 連続で あると 申されました。 人間 

の 心 もちが だんだん 人間に 近い ものから 遠い ものに 行 

われて 居ります。 人間の 苦しい こと は 感覚の ある もの 

は やっぱり みんな 苦しい 人間の 悲しい こと は 強い 弱い 

の 区別 はあって も やっぱり どの 動物 も 悲しい のです。 

仲々 あの パ ン フレット にある 豚の ように 愉快に は 行か 

ない のであります。 g 犬が 主人の 少年の 病死の 時 その 



較 にな つ たら 割合 正確 だろうと 存じます。 そう 云う ふ 

うにし ますと 一 般に 動物質の 方が 消化 率 も 大きい ので 

あります からよ ほどお 得になります。 お得に はなり ま 

すがと てもとても 半々 なんという わけに は 参ります ま 

めず 

い。 こんな 珍ら しい 議論の 必要が 従来 あんまり ありま 

せんで したので 恐らく この 計算 はま だ 誰も 致します ま 

い が 計算 法 だけ 申し 上げて 置き ましょう。 ど ぅぞ シ 力 

ゴ 畜産 組合の 事務所で ゆつ くリ御 計算 を 願います。 

すな わ ォ， I ト かぶら キヤ ベジ 

即 ち 世界中 の 小麦と 大麦 米 や 燕麦 蕪 菁ゃ甘 藍 あら ゆ 

ま 

る 食品の 産額 を 発見して 先ず 第一 に その 中から 各々 家 

畜の 喰べ る 分 を さし 引きます。 その 際 あんまりび つく 



うに 毛 を 貰う もの 馬 や 牛の ように 労働 をして 貰う も の 

いろいろあります。 

次に 食料が 半分に なつち や 人間 も 半分になる、 いか 

おもしろ 

にも 面白いで すが 仲々 その 食料が 半分に ならない。 減 

る どころ か 事によると 少し 増える かも 知れません。 で 

すから 大丈夫 戦争 も 起らなければ 無期 徒刑 を ご 心配し 

て 下さらなくても 大丈夫です。 却って 菜食 は みんなの 

心 を 平和に し 互 に 正しく 愛し 合う ことができ るので 

ぎしき 

す。 多くの 宗教で 肉食 を 禁ずる ことが 大切の 儀式に は 

つきもの になって いるので も わかりましょう。 戦争 ど 

も.. こら 

こじゃない 菜食 は あなた 方に も 永遠の 平和 を 齎 して 



せっかく 避暑に 来て いながら 自働 車まで 雇って 変な 宣 

伝 を やったり 大祭へ 踏み込んで 来て いやな 事 を 云って 

婦人た ち を 卒倒 させたり しなくても いいよう になり ま 

す。 又 我々 だって 無期 徒刑 じ やない、 人類の 仲間から 

まこ ゆ i つ 

と 哺乳動物 組合、 鳥類 連盟、 魚類 事務所な どからまで 

勲章 や 感謝状 を 沢山 贈られる 訳です。 どうです。 お 

わかりに なったら あなた も ビジ テリアンに おなりな さ 

いご 

すると 前の 論士が 立ち あがりました。 大 へん 悔悟し 

たような 顔 はして いました が 何だか どこか 噴き出した 

いの を 堪えて いたよう にも 見えました。 しょんぼり 壇 



本とう に 動物が 可 あ い そうなら 植物 を 喰べ たり 殺した 

よ たま 

りする の も 廃し 給え。 動物と 植物と を 殺す の を やめる 

の わき みず 

ためにまず 水と 食塩 だけ 呑み 給え。 水 はごくい い 湧水 

ところ 

にかぎ る、 それ も 新鮮な 処 にかぎ る、 すこし 置い たん 

じ やもう バ ク テリアが 入る からね、 空気 は 高山 や 森 の 

だけ 吸い 給え、 町の はだめ だ。 さあ 諸君 みんな どこか 

しんとした 山の 中へ 行って いい 空気と いい 水と 岩塩で 

もた ベ ながら y J の ビジ テリア ン 大祭 を やる ようにし 給 

え。 ここの 空気 は 吸つ ちゃい けない よ。 吸つ ちゃい け 

ない よご 

拍手 は 起り、 笑声 も 起り ましたが 多くの 人 はだ まつ 



て 考えて いました。 その 男 はもう 大 得意で チラ ッと 

さっき 懺悔して ビジ テリアン にな つ た 友人の 方 を 見て 

おどろ 

自分の 席へ 帰りました。 すると 私の 愕ぃ たこと はこ 

うで こまね すわ ちん 

の 時まで 腕 を 拱 いて じっと 座って いた 陳氏 がいきな 

り 立って 行った ことでした。 支那 服で 祭壇に 立って は 

えしゃく 

じめ て 私の 顔 を 見て 一 寸 かすかに 会釈し ました。 それ 

リ ゆうちょう はんぱく 

から 落ち着いて 流 暢な 英語で 反駁 演説 を はじめた の 

です。 

ただいま ろんし 

「 只今の) J 論旨 は大 へん 面白い ので 私 も 早速 空気 を 吸 

うの を やめたい と 思いました がその 前に 一 寸 一 言 ご 返 

事 をしたい と 存じます。 どうぞ その 間 空気 を 吸う こと 



でも なぜ 文学より 見た る 理論 化学と か、 相対性 学説の 

難点と かそん な ことば かりやって ェ— ビ— スィ ー を教 

あるい ほ. S 

えない か、 と 斯う 云う ことになります。 或は 他の 例 

を 以てするならば 元来 変態心理と 正常な 心理と は 連続 

すべから ふうてん 

的であります から 人類 は 須 く 瘋癲 病院 を 解放す るか 

或は みんな 瘋癲 病院に 入らなければ いけない と 斯うな 

るので あります。 この 変て こな 議論が 一 見 菜食に だけ 

適用す るよう に 思われる の は それ は 思う 人が まだ この 

しょうこ 

問題 を 真剣に 考え 真実に 実行し なか つた 証拠で ありま 

す。 斯んな こと はよ く あるので す。 

いくら 連続して いても その 両端 では 大分ち が つ て 



います。 太陽 スペクトルの 七色 を ごらんなさい。 これ 

すみれ 

など は 両端に 赤と 董 とが ありまん 中に 黄が あります。 

ちがって いますから どうも 仕方ない のです。 植物に 対 

して だ つて それ を あわれみ いたましく 思う こと は 勿論 

インド ゆえ き 

です。 印度の 聖者た ち は 実際 故な く 草 を 伐り 花 を ふむ 

いまし しか 

こと も 戒めました。 然しながら これ は 牛 を 殺す のと 

きょり 

大 へんな 距離が ある。 それ は 常識で わかります。 人間 

うす 

から 身体の 構造が 遠 ざ かるに 従って だんだん 意識が 薄 

くなる かどう かそれ は 少しも わかりません がと にかく 

はんもん 

われわれ は 植物 を 食べ ると きそんな に ひどく 煩悶し ま 

せん。 そこ は それ 相 t§ にうまく できて いるので ありま 



いただ ぬす 

観さして 戴きたい。 又 人間に は 盗む というよ うな 

かんがえ きわ 

考 があります。 これ は 極めて 自然の ことであります _ 

そんなら そのままで いいで はない か。 と 斯うなります _ 

又 異教 派の 方に も 大分 諸方から 鉄道な どで おかで に 

なった 方 も あるよう であり ますが 鉄道で 一 番 自然な こ 

と 則ち なる ベ く 人力 を 加えない ようにし まするならば 

しょうとつ ひ 

衝突 や 脱線 や 人 を 礫いたり するな どが いいよう であ 

リ ます。 そんなら それでい いで はない か ポイント マン 

めんどうくさ 

だ の タブ レ ッ トだ の 面倒臭 いこと やめ て しまえと 斯う 

云う ことになります が どなた も ご 異議はありません 

もど 

か。」 斯う 云って その 人 はさつ さっと 席に 戻って しま 



ならない。 又 私たちが 魚 をた ベた からって 魚が 喜ぶ か 

どうか そんな こと も わからない。 どうせ 何 かに 殺され 

るだろう から つて こつ ちが 殺して やろうと 云う 訳に は 

参りません。 人間が 魚 を とらなければ 海が 魚で 埋ま つ 

てし まう という 勘定 さえ あるが そんなめ のこ 勘定で 

ハ$ くもん じ やない。 結局 こんな 間接の ことまで 論じて 

いたん じゃきり がない、 ただ われわれ はまつ すぐに ど 

う もい けない と 思う こと をし ないだ けだ。 野菜 も 又 

ぎせい はら 

犠牲 を 払う というが それ はわれ われ はよ く 知っている 

ろうひ 

だから 物 を 浪費し ない こと は 大切な ことなの だ。 但し 

穀作ゃ 何 かなら ば そんなに ひどく 虫を殺したり もしな 



然るに この 典型的 論理に 私が 多少 疑問 ある こと は 

も つ とも いかん 

最 遺憾に 存 ずる 次第であります。 

第 一 に 博士の 一 九 二 〇 年代に 適する ように クリスト 

ひきだ 

教旧 神学 中より 抽出され ました 簡潔の 神学 はた だ - J の 

ことば 

語 だけで 見 ますれば これ いかにも 適当であります。 

今日 此処に 集まりました 人人 は あながち クリスト 教徒 

ばかりではありません、 され どい ずれの 宗教に 於ても 

ほ つ ただ あえ 

これ を 云わん と 欲する ものであります。 但し これ 敢て 

博士の 神学で もありません。 これ 最 普通の ことで あり 

ま ^9 

第二に その 神学の 解釈に 至って は 私の 最 疑義 を 有す 



みじん こんせき 

象 中 微塵ば かり も 善の 痕跡 を 発見す る ことができない。 

ひっきょう 

この 世界に 行わる る 吾等の 善なる もの は 畢竟 根の な 

い 木で ある。 吾等の 感ずる 正義なる もの は 結局 自分に 

気持が いいと いう だけの 事で ある。 これ は 斯うで なけ 

れ ばいけ ない とか これ は 斯う なれば よろしい とかみん 

な そんな もの は 何にも ならない。 動物が か あいそう だ 

から 喰べ ない なんとい うこと は 吾等に は 云えた ことで 

はる 

はない。 実に それ どころではないの である。 ただ 遥か 

にかの 西方の 覚者 救済者 阿弥陀 仏に 帰して この 矛盾の 

ま. K 

世界 を 離るべき である。 それ 然る 後に 於て 菜食主義 も 

ことがら 

よろしい ので ある。 この 事柄 は敢て 議論で はない、 五 口 



ち ま 

は 若し 仏教徒な らば 論を俟 たず、 仏教徒 ならざる も 又 

おお、, きた 

大に 参考に 資すべき である。 更に 釈迦 は 集り 来れる 

多数の 信者に 対して 決して 肉食 を 禁じなかった。 五 種 

じょうに く こうい 

浄肉 とな づけて あまり 残忍なる 行為に よらず して 得 

たる 動物の 肉 はこれ を 食す る こと を 許した ので ある。 

今日の ビジ テリアン は 実に 印度の 古 の 聖者た ちょり 

も 食物の ある 点に 就て 厳格で ある。 され どこれ 畢竟 不 

きけい 

具で ある 畸形で ある、 食物の み 厳格なる も 釈迦の 制定 

したる 他の 律法に 一 も 従ってい ない。 特に ビジ テリア 

めいき 

ン 諸氏よ くこれ を 銘記せ よ。 釈迦 は その 晚年、 その 思 

想いよ いよ 円熟す るに 従て 全く 菜食主義者 ではな かつ 



たようで ある。 見よ、 釈迦 は 最後に 鍛工 チェン ダ とい 

う ものの 捧げた る 食物 を 受けた。 その 食物 は 豚肉 を 主 

あら かじ 

としてい る、 釈迦 はこの 豚肉の 為に 予 め 害した る 胃 

腸 を 全く 救うべからざる ものにし たらしい。 その為に 

とうとう 八十 一 歳に して クシ ナガ ラ という 処に 寂滅 

したので ある。 仏教徒 諸君、 釈迦 を 見なら え、 釈迦の 

行為 を 模範と せよ。 釈迦の 相似形と なれ、 釈迦の 諸徳 

をみ な その 二 万 分 一、 五 万 分 一 、 或， -は 二十 万 分 一 の 

スケ ー ル 

縮尺に 於て これ を習修 せよ。 然る 後に 菜食主義 もよ ろ 

ごと きけい 

しかろう。 諸君の 如き 畸形の 信者 は 恐らく 地下の 釈迦 

も 迷惑であろう ご 



の 芥子の 種子 ほどの 智識 を 以て かの 無上 土 を 測ろうと 

する、 その 論 を 更に 今 私 は 繰り返す だも^ず る処 であ 

してき 

るが 実証の 為に これ を 指摘 するならば 彼 は 斯う 云って 

いる。 クリスト 教 国に 生れて 仏教 を 信ずる 所以 はどう 

しても 仏教が 深遠 だからで あると。 クリスト 教 信者 諸 

氏、 処を 換えて 次の 如き 命題 を 諸氏 は 許容す るか、 仏 

教 国に 生れて クリスト 教を 信ずる 所以 はどうしても ク 

リスト 教が 深遠 だからで あると。 諸君 は その 軽薄に 不 

快 を 禁じ 得ないだろう。 私から 云うならば 前 論 土の 如 

きにい ずれの 教理が 深遠なる や 見当 も 何もつ くもので 

われら 

はない ので ある。 次に 前 論士は 吾等の 世界に 於け る 善 



について 述べられた。 この 世界に 行わる る 吾等の 善な 

ひっきょう おそ 

る もの は 畢竟 根の ない 木で あると、 これ は 恐らく は 

如来の み 力 を 受けず して 善 は ある ことない という 意味 

であろう 私 もそう 信ずる。 その 次に これ は 斯う なれば 

よろしい とか これ はこうで なければ いけない とか そん 

な もの は 何にも ならない、 とこれ も 私 は 如来の み 旨に 

よらず して 我等の みの 計らいに て はそう であると 思う _ 

前 論 士も又 その 意味で 云われた ようで ある。 但した だ 

すみ や 

速 かに かの 西方の 覚者に 帰せよ と、 これ は 仏教の 中 

そうろん 

に 於て 色々 諍 論の ある 処 である。 今 はこれ を 避ける。 

ただ 我等 仏教徒 はまず 釈尊の 所説の 記録 仏経に 従う と 



かくご 

いう こと だけ を 覚悟しょう。 仏経に 従うならば 五種浄 

リょ うがきよう 

肉 は 修業 未熟の ものに のみ 許された こと 楞迦経 に 明 

ねはんぎ よう 

かで ある。 これ とても 最後 涅槃 経 中には 今より 以後 

なんじら 

汝等仏 弟子の 肉 を 食う こと を 許されず とされて いる。 

その 五 種浄肉 とても 前 論士の 云われた 如き 余り 残忍な 

る 行為に よらず してと いう ごとき 簡単なる もので はな 

い。 仏教 中の 様々 の 食 制に 関する 考 は 他に 誰か 述べ 

られる 予定が あつたよう であるから f に はこれ を 略す 

る。 但し 最後に 前 論士は 釈尊の 終りに 受けられた 供養 

まちが 

が 豚肉で あると いう、 何とい う 間違いで あるか 豚肉で 

きのこ 

はない 蕈 の 一 種で ある。 サンスクリットの 両音相 類 



けいそつ 

似す る 所から 軽卒 にも あのような 誤リを 見た ので ある _ 

茲に 於て か 私 は 前 論士の 結論 を 以て 前 論 土に 訓える。 

仏教徒 諸君、 釈迦 を 見なら え、 釈迦の 相似形と なれ、 

ある い 

釈迦の 諸徳 をみ な その 二 万 分 一、 五 万 分 一、 或は 二十 

スケ— ル 

万 分 一 の 縮尺に 於て これ を習修 せよ。 ああ この 語気の 

軽薄なる ことよ。 私 はこれ を 自ら 言いて 更に そ を 口に 

は 

した 事 を 恥じる。 

私 は 次に 宗教の 精神より 肉食し ない ことの 当然 を 論 

じょうと 思う。 キリスト教の 精神 は 一 言に して 云わば 

神の愛であろう。 神 天地 をつ くり 給うた とのつ くると 

いうよう な 語 は 要するに われわれ に対する 一 つの 



敬虔なる ビジ テリアン の 信者た る こと を 命じた ま いま 

ぐまい ごと 

した。 ねがわくは 先輩 諸氏 愚昧 小生の 如き を も 清き 諸 

どうぼう 

氏の 集会の 中に 諸氏の 同朋と して 許した まえ ご 

そして 壇 を 下って 頭 を 垂れて 立ちました。 

あくしゅ 

祭司 次長が すぐ 進んで 握手し ました。 みんな は 歓呼 

t 力 

の 声 を あげ 熱心 に 拍手して この 新ら しい 信者 を 迎えた 

のです。 

すると 異教 席 はもう めちゃめちゃでした。 まつ 黒に 

なって 一 べんに 立ち あが リ 一 べんに 壇に のぼ つ て 

「悔い改めます。 許して 下さい。 私 ども もみん な ビジ 

テリアンになります ご と 声 を そろえて 云った のです。 



げんそう 

リ アン 大祭の 幻想 はもう こわれました。 どうか あとの 

所 はみ なさんで 活動写真のお しまいの ありふれた 舞踏 

か 何 か を 使って ご 勝手に ご 完成 をね がう しだいで あり 

ま ^9 
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